
☐

☑

☐

☐

☑

☑

☑

☐

☐

＜パートナーシップ＞

☐

☑

☐

☐

☑

☑

☑

☐

☐

事業者名 株式会社　アドルーム

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

・働きやすい職場環境と健康経営を推進し地域に貢献し続ける企業を目指します
・自社の事業計画立案にSDGｓの取り組みを反映し社内への浸透を図ります
・事業活動において自社内での実施・遵守に加えてステークホルダーへの発信も行います

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してくださ
い。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

社内の健康経営の推進と働きやすい職場環境づくり

・喫煙率
2023年36％⇒2026年20％以下
・特定保健指導・再検査への取組み
2023年６０％⇒２０２６年８０％以上

社会

経済

環境

地元からの新卒採用及び中途採用の継続的な雇用活動
・新卒採用
2024年 1名⇒毎年１名以上

社会

経済

環境

環境保全及び社内の業務効率化の為のペーパーレスの推進
・ペーパーレス業務（基幹業務）
2024年３業務⇒２０２６年６業務

社会

経済

地域社会への貢献の為に安定経営・健康経営を目指し、全社員が働きやすい職場環境の整備を図ります

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・ラジオ体操、レクリエーション、インフルエン
ザ予防接種継続中
・通勤手当実施、社内全面禁煙、インターバル
出勤制度実施

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

「熊本県がん予防対策連携企業・団体：H26年4月1日登録」企
業としてがん予防以外にも健康経営の推進と働きやすい職場環
境づくりを行う。

・始業開始前のラジオ体操の継続（毎日）
・社内レクリエーションの実施継続（年1回）
・会社負担のインフルエンザ予防接種の継続（毎年）
・社内全面禁煙（現在分煙⇒2022年/車両⇒2023年/敷
地内全面）
・徒歩及び自転車通勤にも通勤手当を支給（2023年まで
に）
・インターバル出勤の設定など働きやすい職場環境整備を行
い浸透させる（2024年までに）

健康経営を推進する上で２０２３健康経営優良法人に認定され
た。引き続き２０２５年分も申請し認定された。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・新卒及び県内からの採用を毎年１名は行う（毎年）
・経常利益率３％以上の業績を継続させ正しい納税を行う

前期の指標に対する実績

地元採用を推奨し、地域社会や地域経済への貢献を行う。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

毎年県内からの採用を１名以上継続すると共に、3％以上の経常利益率
も継続出来ている。２０２５年度も現時点で３名の地元新卒者に内定を
出しており経常利益も達成出来る予測である。

三側面
（分野に☑）

2022年より分析開始するが目標設定を再検討する必要あり
（走らない＝活動量減少等に繋がる可能性もある為）

取組み開始し、２０２３年まで全車両の数値入
力までは行う事が出来た

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・地元採用
2022年⇒1名、2023年⇒6名、2024年⇒1名

・経常利益率
2021年⇒13.1％、２０２２年⇒１１.６％、2023年⇒5.4%

主な環境負荷であるガソリンの使用量を減らす事により排出す
るCO２の削減に努める

エコドライブの推奨と取組の可視化
・2022年まで集計・分析から削減値設定
・2023年から達成に向けた取組開始

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


